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■生産者住所■連絡先
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商 品 提 案 書商品名
あくま茶枝豆

9月

（ふりがな）                                      あくまちゃえだまめ
■生産者名　（ふりがな）

呉市くらはし野菜の王国
商品写真

くらはしやさいのおうこく
TEL：FAX： 送料（広島市内）

1月 2月 出荷可能時期（当該生産者、産地）
出荷規格

E-ｍａｉｌ： 市場平均価格 1個あたり単価

4月 5月 6月3月

出荷価格（税抜） 出荷価格（税抜）

一般出回り時期

包装形態
10月 11月 12月7月

なし 枝付 箱出荷で４束～８束等級 サイズ 入り数 枝付で新聞紙で包装重量１ｋｇ/束２束～ ４箱 ７日 最長で２～３日 業者委託ロット数 発注上限 配送形態
1月 2月 3月 4月 5月 6月

8月
目安賞味期限 リードタイム

受発注
7月 8月 12月/日 /月 /年9月 10月 11月

収穫量 ７２ｋｇ ７２kg×３回＝８６４ｋｇ １７３０ｋｇ物流区分 受発不可日 出荷不可日収穫～冷蔵までの時間　４h業者経由便（呉市～納入先）クール便で出荷 なし なし



（様式第２号）

その他特記事項
購入後は冷貯蔵で、なるべく早く食べる。取扱上の注意点栽培に関する特徴
より大粒でおいしい茶枝豆を提供するために、毎年いろいろな品種を試作してその中から選んで栽培している。８月１０日頃からはオリジナル品種で今までで最大の茶枝豆が出荷可能である。鮮度を維持するため日の出前に収穫し、調整は日陰で行い、予冷してクール便で出荷する。商品の特徴

セールスポイント

生産者写真（顔が見える）圃場写真（栽培状況）

茶枝豆風味のものは多く見られるが、茶枝豆は栽培が少し難しいので、広島では、二人と栽培していない。また、私の茶枝豆は一般に販売されている茶枝豆よりも大粒である。

肥料は牛糞堆肥、発酵ケイフン、苦土石灰のみで栽培している。この理由は化学肥料栽培と有機肥料栽培の比較を行い、その結果有機肥料栽培の方がより味が良かったため。
食べ方提案

POPデータ（ラベル及びキャッチ50文字）販促に活用可能な情報
生産者　髙本　光之 茶枝豆の畑　全景

一般の枝豆と同様に塩ゆでにするか、フライパンで蒸し焼きが良いと思う。

食材にこだわりのある飲食店と取引を希望。

茶枝豆 茶枝豆
調理加工写真等（食べ方提案）


